
 

～小袿
こ う ち き

 編～ 「小袿」は、平安時代の女房装束の略装。私服として用いられていました。 

まずは袴をはきます。 単の上から袿(五衣)を羽織り… 

檜扇を持って袖を整えれば完成！ 

ここがポイント！ 
「檜扇」(桧製の扇)は 

あおぐためのものではなく、 

顔を隠すためのもの。 

～直衣
の う し

 編～ 

ここがポイント！ 
直衣姿の時に頭にかぶるのは 

「烏帽子」です。 

「冠」は正装用！ 

え ぼ し 

単を着てから… 指貫（袴）をはきます。 直衣を羽織って 

烏帽子をかぶって完成！ 今回の直衣の文様 

 

さしぬき ひとえ 

ひとえ いつつぎぬ 

ひおうぎ 

ひおうぎ 

かんむり 

「直衣」は、平安貴族の男子の平常服。男子の正装は「束帯」と言います。 

 この装束は… 

 感想は？？ 

―装束着付け体験記 其の壱－ 

のうし そくたい 


